
 

 

 

 

 １学期を振り返って 

                        校長 中山 幸子 

  

学校だより７月号 

  

教育目標  1 深く考え、進んで学習する 

2 責任を重んじ、規律正しく行動する 

3 心身を鍛え、情操豊かにする 

                      校長：中山 幸子 

港区西麻布四丁目 14 番 8 号    

電話: 03-3409-7687 

令和８年７月１７日 

港区立 高陵中学校  Koryo Junior High School 

ここで生徒たちの成長したつぶやきをご紹介します。 

先日の地域清掃のゴミ拾いに、「校長先生、年収いくら？」と質問され、いくらだ

と思う？と定石の切り返しをしたことろ「３億くらい？」と返事が来ました。思わ

ず、そんな金額なら毎日にこにこしちゃうよ、大人の世界には税金という大きな壁

があるのよ、とおどけて見せると「じゃ一千万円？」「７００万くらいかな」などと

続きます。その時に「そうだった。税金だ。取られる大人にとっては嫌だけど、俺

ら子供には給食費とかただになるからいいんだよな」と学びの成果が見えた瞬間で

した。租税教室のおかげかもしれません。 

最後に、１学期を無事終えられましたことは保護者・地域の皆様のご理解、ご協力の賜物です。ありが

とうございました。２学期もよろしくお願いいたします。 

 

本日で１学期の授業が終了しました。 

始業式、入学式に「手応えのある」学校生  活について話したのを覚えているでしょうか。

新しく知った知識や解けるようになった問題、 上手くなった・強くなった部活動など成長を感

じられた分野もあれば、注意を受けたり、わか っていてもつい自分の弱さに負けてしまったり

した時もあったかもしれません。後者はその  後の言動によって意味のある経験にかわるこ

ともあります。ぜひ、自分に引け目を感じず投げやりにならないでこの夏休みを仕切り直しの

時間にかえてください。 

さて、この本棚と本のイラストを背景にした 理由をお知らせします。ある新聞の投稿欄のタ

イトル「一生を終えてのちに残るのは」を読 んだからです。皆さん、これを読んで何が残る

のだろうと考えてみてください。これには次の 続きがあります。「一生を終えてのちに残るの

は、われわれが集めたものではなくて、 われわれが与えたものである。」です。お金

で手元に「集めた」ものは自らの死ととも になくなりやすく、「与えた」ものは有形

無形のなにかであっても周囲や次の世代に 伝えていく「残る」という解釈ができる三

浦綾子氏の『続氷点』の一部です。もちろ ん世界遺産や素晴らしい工芸品や宝飾品な

ども残る場合があります。物はいつしか壊 れなくなる前提としての考えでしょう。私

たちの脈々と続く人類のたすきリレー的な 残るものにも置き換えられるのではないで

しょうか。長い夏休みを自分と向き合って考える本に出合える時間にしてほしいと思い

ます。 



【小学生体験授業】 

 ７月１４日（火）に、笄小学校、本村小学校の６年生と高陵中学校２年生との交流授業である、『小学生

体験授業』を実施しました。実施教科は国語、数学、理科、家庭科、英語でした。授業が終了して帰ると

き、笄小、本村小の６年生から、「楽しかった」という声がたくさん聞こえてきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お知らせ】 

 夏季休業中期間中に校内の空調改修工事を行うため、職員室、事務室等を図書館およびメディアセンタ

ーへ移転いたします。工事期間中はご不便をおかけしますが、安全確保及び教育環境改善のため、ご理解

とご協力をお願いいたします。なお、８月１日（土）～８月２４日（月）は閉庁期間のため、電話はつな

がりません。 

【夏休みの予定】 

７月２１日（火）～８月３１日（月） 夏季休業 

７月２１日（火）～７月３１日（金） 夏季面談 

７月３０日（木）～８月１日（土） 夏季学園（２年）  


